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事業活動におけるマテリアルフロー
日東電工グループでは、産業廃棄物のマテリアルリサイクル※1やサーマルリサイクル※2を推進しています。
有機溶剤についても、回収装置による回収（マテリアルリサイクル）や、
脱臭炉による焼却分解時の熱エネルギーの利用（サーマルリサイクル）を行っています。

マテリアルリサイクル
（溶剤リサイクル 12,194ｔ/
廃プラリサイクル 1,086t）

エネルギーリサイクル

����� ������

■ 2004年度マテリアルフロー （日東電工単体）

購入エネルギー量
125,445kℓ
（原油換算量）

水使用量
4,233,170t

外部で処理された産廃量
40,755t

最終処分量 446t

排水量
3,385,666t

溶剤大気排出量
1,240t

製　造
プロセス

34,973t

溶剤と産廃の
焼却量

13,280t

マテリアル
リサイクル量

42,805kℓ
（原油換算量）

エネルギー
リサイクル量

（サーマルリサイクル）

使用エネルギーは、
購入エネルギー＋リサイクル

原材料購入量
（溶剤含む）
225,725t

溶剤購入量 33,371t

CO2排出量
371,040t-CO2

製　品
141,558t

　2004年度の原材料（合成樹脂や紙、ゴムなど）の購入量

は225,725トン、エネルギー購入量は125,445ｋℓ（原

油換算量）でした。

　マテリアルリサイクル量は、豊橋事業所と滋賀事業所の溶

剤回収装置による有機溶剤の回収、豊橋事業所での廃プラス

チックの再資源化により13,280トンでした。

　サーマルリサイクルとしては、脱臭炉による有機溶剤の燃

焼や廃棄物の焼却による熱回収で、42,805ｋℓ（原油換算

量）のエネルギーを再利用しました。

※１
※２

マテリアルリサイクル：廃棄物を原材料として再利用すること。
サーマルリサイクル：廃棄物を燃料とし熱エネルギーを回収すること。

2004年度のマテリアルフロー （日東電工単体）

環境保全での取り組み


